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1 はじめに 
日本語の/o/や/u/に先行する半母音，拗音に

おいて，中国語を母語とする日本語学習者（以

下，学習者）に生成・知覚の両面に誤りが見

られるという報告がある[1, 2]。特に初級では

/o/と/u/の混同が生じると言われ[3]，その原因

として日中両言語の母音の違いが影響してい

ると考えられている。 

日本語も中国語も IPA では/o/を[o]（円唇後

舌半狭母音）と表記するが，日本語の場合は

厳密には[o̞]で[u]より母音図上で下寄りとさ

れ，中国語の場合は[o̜]で[o]より開口度が高い

[4]。一方，日本語の/u/はこれまで非円唇後舌

狭母音と言われていた（[5]など）が，現在で

は円唇中舌狭母音であるとの報告もある [6, 

7]。一方，中国語の/u/は円唇後舌狭母音で [8]，

[1, 6, 7] の定義では舌の位置が日本語の/u/よ

り奥とされている。 

周[4]によると異聴の方向性として，/o/→/u/ 

より/u/→/o/が多いと報告され，中上級レベル

では/o/-/u/の異聴はほぼ起こらないと報告さ

れている[2]が，上級レベルでの検証はなされ

ていない。 

本研究の最終目的は学習者の日本語母音

/o/-/u/の知覚の傾向について体系的に明らか

にすることである。本稿ではその第一段階と

して，金[2]で扱われなかった子音種を先行子

音とした/o/-/u/の知覚実験を行い，日本語レベ

ルと異聴の関係についてケーススタディを行

い，結果を報告する。 

2 録音 
2.1 刺激 

 音節構造は子音×母音（CV）の 1 音節で，

子音種により直音・拗音・半母音に分類され

る。用いた子音は直音が 11 種（/ p, b, m, t, n, 

r, s, z, k, g, h/），拗音では口蓋化した子音 11 種

（/ pj, bj, mj, tɕ, ɲ, rj, ɕ, ʑ, kj, gj, ç/），半母音は/j/

である。全ての子音に後続する母音は/o, u/で

あり，子音（23）×母音（2）＝合計 46 音で

あるが，ダミーとして後続母音には/a/を含め

合計 69 音を 3 回録音した。その際，孤立発話

に加え，キャリアセンテンス「これは～と言

います」の録音も行った。 

2.2 発話者および録音条件 

 発話者は東京方言話者の女性 1 名（25 歳）で

ある。録音はサンプリング周波数 48 kHz, 量

子化レベル 16 bit の条件下で行った。使用機

器は，ディジタルレコーダー(Marantz PMD 

620 MKII) および, 単一指向性マイクロフォ

ン(SONY ECM-MS957) である。録音は早稲田

大学 22 号館内の防音室で行った。 

3 実験 
3.1 参加者 

参加者は早稲田大学の学部生，交換留学生，

日本語プログラムの学生の合計 4 名（男：女

=3:1，平均=20.1 歳）で，日本語レベルは上級

2 名（CF1：女性，CM3：男性），初級 2 名（CM1，

CM2：男性）である。なお，CF1 が広東語，

他 3 名は北京語を母方言としている。 

3.2 手順 

音声分析ソフト Praat (ver. 6.3.06) [9] を用い

て，提示された 1 音節に含まれる母音が「あ」，

「う」，「お」 のどれか強制選択をしてもらっ

た。実験はダミーを含む 69 刺激を 1 セット

とし，孤立発話とキャリアセンテンスに入れ

た場合とで 2 回に分けて実施し、それぞれ同

じセットを 3 回繰り返し行った。音声はパソ

コンからインターフェース（Roland, DUO-

CAPTURE EX UA-22）を介し，ヘッドホン

（SONY, MDR-7506）から流した。 

4 結果と考察 
まず，/o/-/u/の正答率を「全参加者」「参加者

別」「子音種別」に分けて算出した。Fig. 1 は

全参加者の/o/-/u/正答率，Fig. 2 は参加者別の

子音 3 種（「直音」「半母音」「拗音」）全ての

後続母音/o/-/u/の正答率である。日本語レベル

を上級（CF1, CM3）と初級（CM1, CM2）の

順に示した。Fig. 1 を見ると，全体として正答 
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率は /u/よりも /o/のほうが低く，参加者別

（Fig.2）の場合も個人差はあるものの/u/より

/o/の正答率が低かったことから，周[4]と異な

る結果となった。 

 次に，統計解析ソフトウェア（JMP Pro 16.2, 

SAS）を用いて多元配置分散分析を行った。

その結果，母音の種類（[F(1,1103 )= 9.51, p＝

0.0021]），参加者（ [F(3,1103 )= 2.76, p＝

0.0409]）の主効果に有意差が見られた。また，

「母音×参加者（ [F(3,1103 )= 2.66, p＝

0.0471]）」「参加者×刺激の種類（[F(6,1103 )= 

2.76, p＝0.0116]）」「刺激提示の方法×刺激の

種類（[F(2,1103 )= 3.86, p＝0.0213]）」「母音×

参加者×刺激の種類（[F(6,1103 )=3.14, p＝

0.0046]）」「母音×刺激提示の方法×刺激の

種類（[F(2,1103 )= 3.65, p＝0.0264]）」におい

て交互作用が有意であった。その後 Tukey-

Kramer 検定を用いて分析を行った結果，参

加者 CM2 の全ての後続母音/o/の正答率が

CF1 の/u/，CM1 の/o, u/，CM2 の/u/, CM3 の

/o, u/の正答率と比較し，有意に低いことがわ

かった。 

 先行子音種別の異聴数（Table 1）は，直音

では摩擦音[s, z, h]が最も多く，拗音では[kj]が

最も多かった。半母音は 1 回で，本参加者に

とって CV 構造のレベルでは半母音での/o-u/ 

の識別は難易度が低かったと推察される。 

 初級 CM2 の/o/正答率は他の参加者より有

意に低いことから，学習歴や日本語のイン

プット量の少なさが影響していると考えられ

る。しかし，同じ初級の CM1 は上級の CM3

よりも正答率が高い。CF1 においては CM2 と

同程度異聴しているため，日本語レベルが異

聴の原因であるとは言い難い。CF1 の正答率

から「（中上級）学習者の知覚において混同が

ほぼ発生しない」[2]という報告と異なる結果

となった。しかし，本実験では参加者数や日

本語レベルのバリエーションが十分とは言え

ないため，より詳細且つ段階的にデータを集

める必要性がある。 

5 今後の課題 
今回の結果から，/o/-/u/の混同は日本語習熟度

に限らない可能性が示唆された。今後は初級

で異聴しやすい先行子音種や実験参加者の言

語背景，母方言なども考慮して実験を行う。 
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Fig. 1 全参加者の母音/o/-/u/の正答率 

 

Fig. 2 参加者別の母音/o/-/u/の正答率 
 

Table 1 先行子音別における/o/の異聴 
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